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「働きたい」を応援！

先日、東京しごと財団主催の職場体験実習面談会を受けた利用者さんが職場実習を体験しました！
参加された方のうち１名の利用者さんは初めての就労経験となりました。
「初めての仕事の経験」「社会人で大事なことは何か」など知ることができたようです。
とても緊張されているご様子でしたが企業担当者より作業が早く、言葉遣いも丁寧と高い評価をいた
だきました。またご本人より、良い経験となったため今後の就職活動にも活かしていきたいと前向き
な感想を話されておりました！

就労定着支援では、障害のある方が安心・安定して
長くお仕事ができるよう、様々なサポートを行っています。
就職後
・生活リズムが崩れてしまった
・仕事で同じミスを繰り返してしまう
・職場での人間関係がうまくいかず出社が憂鬱
・質問をしたいが上司にうまく伝えられない
などの様々な困りごとが出てくることがあります。
ティオ森下の定着支援では、利用者さんと企業の間に立ち、
話し合いなどを重ね問題解決に努めます。
お仕事だけではなく、「生活の困り事」や「体調管理」も
サポートさせていただきます！

就労定着について

令和元年～令和４年度

就労定着率

９８％
（就職後６ヵ月の定着率）

職場体験実習に参加してみての感想！

Q.どんな作業に取り組まれましたか？

Q.ティオの訓練で実習に活かせたことはありましたか？

Q.実習を行う前と実習中に、気を付けていたことはありますか？

Q.実習を取り組んだ結果何か得ることはありましたか？

A.不動産関連のデータ入力・書類の破棄準備・ファイリング・スキャン・フロア清掃
などです。

A.タイピングやデータ入力の訓練を行っていたためデータ入力を行う際、焦らず正確に入力する
ことができました。

A.実習を行う前は、生活リズムを崩さないよう睡眠時間に気を付けていました。
実習中に気を付けていたことは時間配分です。時間を気にしながら丁寧に行うという２つのバランス
が難しいと思いました。

A.訓練で行ったことのある作業でも、会社ではより責任が伴うことを感じ、緊張感を持って業務に取
   り組むことの大切さを学ぶことができました。また、未経験だった清掃作業についてどんな業務なの
   かイメージをもつことができ良かったです。

実習に参加された利用者さんへインタビューをしました！
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